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参加要項 
 
１．会期      2019（令和元）年 11 月 30 日（土） 
２．受付     午前 9 時 30 分開始 

淑徳大学千葉キャンパス 15 号館 4F 
３．発表要項   発表 20 分、質疑 5 分 

（発表に対する全体討論は、発表終了後に行います） 
４．参加費     会員               3,000 円 

学生会員           1,500 円 
臨時会員           3,000 円 
 ※公開シンポジウムのみの参加は無料 

５．懇親会費   会員               5,000 円 
学生会員           3,000 円 
臨時会員           5,000 円 

６．昼食      当日学生食堂は営業しておりません。近隣にコンビニ、そば屋がござい  
ますが、なるべく昼食をご用意の上来場ください。 

７．事務局    〒260-8701 千葉県千葉市中央区大巌寺町 200 番地 
淑徳大学 総合福祉学部 江津研究室内 
E-mail:  kanto67shukutoku@gmail.com 

８．日程 
9:30 10:00-12:00 12:00-13:10 13:10-14:00 14:10-17:20 17:30-19:30 
受付 研究発表 昼休み 総会 シンポジウム 懇親会 
15 号館 
４Ｆ 

15 号館 
３－５Ｆ 

15 号館 
３－４Ｆ 

12 号館 12 号館 11 号館 

受付 
（ＥＶホール） 

 
 
 
大会本部 
（15-403） 

研究発表会場 
第１会場
（401） 
第２会場
（402） 
第 3 会場
（406） 
第 4 会場
（501） 
第５会場
（502） 

 
会員休憩室 
（15-302） 

理事会 
12:10-13:00 
（15-404） 
 
会員休憩室 
（15-302） 
 
※シンポジウ
ム打ち合わせ 
12:10-13:00 
12 号館 

（12－203） 

総会 
（12-101） 

シンポジウム 
（12-101） 

懇親会 
（学生食堂） 

※研究発表は会場により開始時間が異なります。 



淑徳大学千葉キャンパスへのアクセス	
 
◇ＪＲ蘇我駅東口（京葉
線・外房線）からスク
ールバスで約 8 分（徒
歩だと 18 分） 
◇ＪＲ千葉駅から小湊鉄
道バス（大巌寺・淑徳
大学行き）で約 20 分 
◇京成大森台駅（千原線）
から徒歩 18 分 
 
＊総武快速線（外房・内房直通）または京葉線快速で東京から蘇我駅まで約 45 分  
＊京葉線特急（さざなみ号、わかしお号）で東京駅から蘇我駅まで約 30 分 
                               

スクールバス時刻表  

                                  
 
 
  
 
 
  
 

  
 

＊懇親会参加者向け臨時バスについては当日ご案内いたします。 

	 	 蘇我駅 → 大学 
 ８時  15  30  45 
 ９時  00  20  40 
１０時  00  20  40 
１１時   00  30 
１２時   00  20  40 
１３時   00  30 
１４時  00  30 
１５時   00  30 

	 	 大学 → 蘇我駅 
１１時 15  45 
１２時 05  25  45 
１３時 15  45 
１４時 15  45 
１５時 15  45 
１６時 15  45 
１７時 15  45 
１８時 15  45 
	 	



大会会場 
 
・研究発表、理事会      15 号館  

 ・総会、公開シンポジウム   12 号館 
 ・懇親会           11 号館 

 

 
 
 
 
 
 

１２号館１０１教室 
総会 

公開シンポジウム 

１１号館 学生食堂 
懇親会 

１号館  
淑徳大学アーカイブズ・展示室 

（臨時開室） 
	

１５号館 
３・４・５F 
受付・研究発表 

理事会 



会場案内図（１５号館３・４・５Ｆ） 
 
・４・５Ｆ 

 
 
４階 
 EV ホール 受付 
15－401 第１会場 
15－402 第２会場 
15－406 第３会場 

  15－404 理事会 
 
 
５階  
15̶501 第４会場 
15－502 第５会場 

 
 
 
 
・３Ｆ 

 
 
   
   
 

３階 
   15－301 会員休憩室 
   15－302 会員休憩室 
 
 
 
 
 
 

 
 



●第１会場  教育哲学・思想・制度               15 号館 401 教室 
 

司会： 増渕 幸男（金沢学院大学）・藤井 佳世（横浜国立大学） 
 
（1） 10:00  高橋和巳における「無垢」の思想性 

―教育的意味を探して― 
上坂 保仁（明星大学） 

 
（2） 10:25  大正教養主義とドイツ語 

―旧制第一高等学校におけるドイツ語科目に焦点化して― 
松井 健人（東京大学・院／日本学術振興会特別研究員） 

 
（3） 10:50  イギリス保守党政権下の学校主導型制度の進展と地方教育行政 

―地方当局の学校改善支援機能に注目して― 
青木 研作（東京成徳大学） 

 
（4） 11:15  学校教育における「主体性」概念の再検討 

―類似語としての「自主性」との比較を通して― 
坪内 珠輝（早稲田大学・院） 

 
11:40～12:00 全体討論 

 
●第２会場  進路支援・選択                   15 号館 402 教室 
 

司会： 鈴木 樹（鎌倉女子大学）・前田 崇（北里大学） 
 
（5） 10:25   女子薬学専門学校卒業生の出身・進路に関する考察 

木村 友香（早稲田大学） 
 

（6） 10:50  学習支援教室を中心とした貧困世帯に育つ子どもの進路支援の現状 
澤 茉莉（東京大学・院） 

 
（7） 11:15  「やりたいこと」中心のカリキュラム•進路指導は生徒に何をもたらすのか 
         ―私立通信制高校における進路選択への一考察― 

荒木 真歩（東京大学・院） 
 
11:40～12:00 全体討論 



●第３会場  教育史                       15号館406教室 
 

司会：  奥野 武志（早稲田大学）・須田 将司（東洋大学） 
 
（8） 10:00  占領期日本における生徒自治会の成立過程と CIE による指導の様相 

―CIE 文書の分析を中心に― 
猪股 大輝（東京大学・院） 

 
（9） 10:25  大正期師範学校における教育科の教育内容に関する一考察 

―教科書分析を中心として― 
長谷川 鷹士（早稲田大学・院） 

 
（10）10:50  短期大学の設立前史に関する研究 

鈴木 さくら（早稲田大学・院） 
 
（11）11:15  戦後の放送教育において坂元彦太郎の果たした役割 

阿部 アサミ（東京保育専門学校） 
 

11:40～12:00 全体討論 
 

●第４会場  保育・幼児教育                   15 号館 501 教室 
 

司会： 幸喜 健（鎌倉女子大学短期大学部）・浜野 兼一（淑徳大学短期大学部） 
 
（12）10:25  幼児教育のパラドックス 

―幼児教育のグローバリゼーションとその概要― 
古谷 淳（聖ヶ丘教育福祉専門学校） 

 
（13）10:50  保育現場における子どもの「考える営み」の在り方 

―臨床実験に見る保育者と子どもの対話の可能性― 
山口 理沙（聖セシリア女子短期大学） 

 
（14）11:15   保育者のアイデンティティー形成に関する研究 

―保育者への面接調査を中心に― 
張 そう（東洋大学・院） 

 
11:40～12:00 全体討論 



●第 5会場  教師                       15 号館 502 教室 
 

司会： 沖塩 有希子（千葉商科大学）・新田 司（千葉敬愛短期大学） 
 
（15）10:00  教職体験実習による効果について 

 簑輪 欣房（育英大学） 
 
（16）10:25  東井義雄の道徳教育に関する研究 

―いのちの言葉を授業に生かす視点から― 
齋藤 義雄（東京家政学院大学） 

 
（17）10:50   地域文化運動における教師の役割に関する研究 

―戦後の書く実践を対象にして― 
川原 健太郎（早稲田大学・非常勤） 

 
（18）11:15   学習に親和的な児童による「しんどい子」への関わり方の変化 

―教員の働きかけに注目して― 
田中 祐児（東京大学・院） 

 
11:40～12:00 全体討論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



公開シンポジウム           関東教育学会・日本教育学会関東地区共催  
 

 12 号館 101 教室 
14:10～17:20 

 

インクルーシブ教育を推進するこれからの教師力 

－多様な子どもたちを学校はどう受け止めるか－ 
 
 

〇企画の趣旨 
 
2007 年、学校教育法改正により特別支援教育が開始された。それから 10 年。新学習指

導要領にはインクルーシブ教育の理念が盛り込まれ「特別な配慮を要する」子どもに関す
る項目も登場した。障害がある子どもだけでなく、外国人子弟など日本語指導が必要な子
どもや不登校児までを含め学校で支えることが示されている。しかし学校は諸課題を抱え、
「共に学ぶ」教育が推進されている実感に乏しい。 
その一方で教員を希望する若者が減少傾向にあり、質の低下を懸念する声がある。少子

高齢化が一段と進み、また教育職に対するネガティブなイメージ（ブラック、多忙化、保
護者対応の厳しさなど）を払しょくできなければ、「共に学ぶ」教育を推進できる資質をも
った優れた人材は民間に流れ続ける。 
これらの現状を踏まえた上で、多様な子どもたちをインクルーシブしていく学校教育を

充実させるため、学校現場の教職員、教員養成を担う者、そして保護者はどう対応してい
けばよいのだろうか。今回、各界からシンポジストを迎え、それぞれの立場から報告いた
だき、議論を通じて、その糸口を探っていきたい。 
 
 
〇話題提供 
 
川田 妙子 （声優） 
東京都出身。絵本の読み聞かせや朗読会を定期的に開催。小中学校で『夢の叶え方、夢

のみつけ方』などの講演、懐メロやアニソンなどのライブも実施。声優塾や「絵本の読み
聞かせ塾」8月開校。現在絵本執筆中。「Dr スランプ 90’s」(アラレ)、「ちびまる子ちゃん」
(とし子ちゃん)、「ざわざわ森のがんこちゃん」(ヘビのチョビ)、「フルハウス」(ミシェル)、
「クレヨンしんちゃん爆睡ユメミーワールド大突撃」(サキ) 
 



〇シンポジスト 
 
山田 晴子 （ＮＰＯ法人ちばＭＤエコネット理事長） 
NPO 法人ちば MD エコネット理事長。知的障害のある人を中心に、福祉・環境・まち

づくり・人権に取り組む。ダウン症のご子息が小中学校を地域の通常学級で学び、１年浪
人して習志野高校定時制に合格、音楽部で活動。知的障害のある若者たちの高校生活を描
いた映画「ひなたぼっこ」を 2000 年に製作し全国上映を実施。2002 年、船橋駅近くで
障害のある人もない人も共に働くコミュニティカフェひなたぼっこを開店。 2017 年度か
ら地域活動支援センターひなたぼっことして運営。 
 
 
伊藤 康弘 （千葉県立八日市場特別支援学校長／前・北海道大学准教授） 
千葉大学大学院教育学研究科修士課程修了。千葉県立養護学校及び国立久里浜養護学校

教諭、千葉県総合教育センター及び千葉県教育委員会指導主事・管理主事、千葉県公立小
学校及び県立特別支援学校教頭。北海道大学高等教育推進機構特別修学支援室准教授（副
室長）を経て、 2018 年度より千葉県立八日市場特別支援学校長。研究キーワード「特別
支援教育」「重度重複障害のある子どもの教育支援」「教育相談」「家族支援」「障害学生支
援」。 
 
 
海口 浩芳  （拓殖大学教授） 
青山学院大学大学院文学研究科教育学専攻博士後期課程満期退学。北陸学院短期大学保

育学科専任講師、北陸学院大学人間総合学部専任講師・同准教授、拓殖大学商学部准教授・
同教授。研究キーワード「自閉スペクトラム症学生の進学をめぐる高大接続の課題・就労
に関する課題」「教員養成の視点からみた教職の専門性、専門職性」。 
 
 
〇司会進行 
 
松浦 俊弥 （淑徳大学教授） 
 
根津 朋実 （筑波大学教授） 
 

 
 
 
 



大学図書出版の教育書籍と雑誌　好評発売中！

編著：江津和也・幸喜　健
大きさ：B5判
ページ数：144 頁
定価：（本体 1,800 円＋税）

編著：杉野 学・梅田真理・柳瀬洋美
大きさ：B5判
ページ数：176 頁
定価：（本体 2,300 円＋税）

編著：杉野　学
大きさ：B5判
ページ数：152 頁
定価：（本体 2,100 円＋税）

編著：杉野学・長沼俊夫・徳永亜希雄
大きさ：B5判
ページ数：192 頁
定価：（本体 2,000 円＋税）

編著：長沼　豊
大きさ：A5判
ページ数：200 頁
定価：（本体 1,700 円＋税）

編著：梅澤秀監・木内隆生・嶋﨑政男
大きさ：B5判
ページ数：176 頁
定価：（本体 2,100 円＋税）

★年２回発行　★B５判52頁

★定価（本体700円＋税）

★年間購読料1512円

（＠700×２回＋税（112）、送料無料）

〒102-0075 東京都千代田区三番町14-3　岡田ビル４Ｆ
Tel 03(6261)1225  Fax 03(6261)1230  E-mail : r-yoshida@daigaku-t.jp
http://www.daigakutosho-gr.co.jp

日本福祉教育・ボランティア学習学会
創立20年の節目からの多角的検討ー

〈「ふくしと教育」バックナンバーと特集〉
通巻18号　これまでとこれから

通巻19号　

通巻20号　
通巻21号　総合事業の推進と住民主体の地域づくり
通巻22号　七・二六（相模原殺傷）事件を考える
通巻23号　子どもの社会的包摂と福祉教育
通巻24号
通巻25号　平和教育の今
通巻26号　当事者がつくる福祉教育プログラム

福祉教育・ボランティア学習の
地域ネットワークの再構築

ファンドレイジングと福祉教育・
ボランティア学習

福祉読本・ワークブックをどう
“つくるか”“つかうか”

　　　　　　 サービスラーニング要点
〈巻頭言〉今なぜサービスラーニングなのか/サービスラーニングの理念と
は/サービスラーニングのこれまでの歴史とは/サービスラーニングはどの
ように日本の学校教育に導入されてきたのか/サービスラーニングは地域で
の市民性にどう役立つか/サービスラーニングは当事者学習をどう深めてい
くのか/サービスラーニングと学校の地域連携をどう進めるか/サービス
ラーニングは子どもの協同学習にどう役立つのか/サービスラーニングは子
どもの学びの探究をどう深めるのか/サービスラーニングは地域づくりにど
う役立つか/サービスラーニングは子どもの学びの意欲をどう高めるか
  
❶社協がつなぐ地域での福祉教育の実践❷高知大学のサービスラーニング導
入の実際❸包括的支援体制の構築に向けて他人事を「我が事」に変えていく

特 集

福祉教育事例

Ｑ＆Ａ 10

ー福祉教育・ボランティア学習の実践専門誌ー

監修：日本福祉教育・ボランティア学習学会

◆バックナンバー
　通巻16～26号は１冊（本体574円＋税）
　通巻27号～は１冊（本体700円＋税）

※書籍は直接販売制度をとっております。直接小社宛にHP、FAX 等でご注文下さい（送料は無料です）
※教材・テキストのことなら何でもご相談ください。












